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一
　
は
じ
め
に

　
指
図
（delegatio, délégation, Anw

eisung

）
は
、
ロ
ー
マ
法
系
の
各
国
私
法
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
独
立
の
法
的
範
疇
で
あ（
1
）り、
第

三
者
を
介
す
る
種
々
の
為
替
取
引
・
決
済
手
段
に
法
的
基
礎
を
与
え
る
も
の
と
し（
2
）て、

わ
が
国
に
お
い
て
も
特
に
金
融
法
の
観
点
か
ら
注

目
を
集
め
て
い（
3
）る。
ま
た
、
三
者
間
不
当
利
得
の
問
題
と
し
て
、
振
込
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
等
の
事
後
処
理
の
側
面
か
ら
指
図
が
論
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ（
4
）る。

　
こ
の
よ
う
な
近
年
に
お
け
る
指
図
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
は
対
照
的
に
、
わ
が
法
典
を
一
瞥
し
て
も
、
か
か
る
意
味
に
お
け
る
指
図
規

定
は
見
当
た
ら
な
い
。
わ
が
国
の
現
行
法
に
お
い
て
は
民
商
法
典
と
も
に
指
図
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
か
つ

て
は
学
者
の
注
意
を
惹
く
こ
と
も
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ（
5
）る。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
旧
民
法
典
（
明
治
二
三
年
民
法
典
）
の
人
事
編
を
除
く
部
分
の
起
草
者
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
お
雇
い
外
国
人
で

あ
る
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（G

ustave Em
ile Boissonade

）
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
の
起
草
に
よ
る

旧
民
法
財
産
編
に
は
、「
囑
託
（délégation

）」
と
い
う
名
の
詳
細
な
指
図
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
新
民
法
典
（
明
治
二
九
年
の
現
行
民

法
典
）
の
誕
生
と
と
も
に
姿
を
消
し（
6
）た。

本
稿
に
お
い
て
、
か
か
る
旧
民
法
典
の
指
図
規
定
を
取
り
上
げ
る
に
至
っ
た
理
由
は
次
の
と
お

り
で
あ（
7
）る。

　
第
一
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
構
想
し
た
指
図
論
は
、
条
文
の
体
裁
か
ら
見
て
も
、
彼
自
身
の
注（
8
）釈を

見
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る

指
図
（délégation

）
を
範
と
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
彼
の
指
図
論
に
は
当
時
の

フ
ラ
ン
ス
法
の
通
説
と
は
異
な
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
は
、
現
在
で
は
独
立
の
法
的
範
疇
と
し

て
発
展
を
遂
げ
て
い
る
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
当
時
に
ま
さ
に
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ボ
ア



ボアソナードの指図論

299

ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論
が
、
母
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
学
説（
9
）史の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
わ
が
国
に
継
受

さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
旧
民
法
典
の
指
図
規
定
が
削
除
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論

㈠
　
更
改
の
種
類
と
し
て
の
指
図
規
定

　
西
欧
法
に
お
い
て
、
指
図
は
か
つ
て
更
改
と
混
同
さ
れ
て
い
た
た
）
10
（
め
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
指
図
を
更
改
の
節
の
な
か
に
規
定
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
旧
民
法
典
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、
指
図
（
嘱
託
）
規
定
を
更
改
に
関
す
る
規
定
の
な
か
に
置
い
て
い
る
（
旧
民
法
財
産
編
、
第
二
部

人
權
及
ヒ
義
務
、
第
三
章
義
務
ノ
消
滅
、
第
二
節
更
改
）。
そ
れ
ゆ
え
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論
を
検
討
す
る
際
に
は
、
本
稿
に
関
係
す
る
限

り
で
更
改
規
定
と
対
照
さ
せ
つ
つ
見
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
旧
民
法
典
は
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
様
、
更
改
の
節
の
は
じ
め
に
更
改
の
種
類
に

つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

旧
民
法
財
産
編
第
四
八
九
）
11
（

条

　「
更
改
即
チ
舊
義
務
ノ
新
義
務
ニ
變
更
ス
ル
コ
ト
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
成
ル

第
一
　
當
事
者
カ
義
務
ノ
新
目
的
ヲ
以
テ
舊
目
的
ニ
代
フ
ル
合
意
ヲ
爲
ス
ト
キ

第
二
　
當
事
者
カ
義
務
ノ
目
的
ヲ
變
セ
ス
シ
テ
其
原
因
ヲ
變
ス
ル
合
意
ヲ
爲
ス
ト
キ

第
三
　
新
債
務
者
カ
舊
債
務
者
ニ
替
ハ
ル
ト
キ

第
四
　
新
債
權
者
カ
舊
債
權
者
ニ
替
ハ
ル
ト
キ
」
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ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
更
改
（novation

）
は
そ
の
用
語
自
体
、
あ
る
債
務
が
「
新
た
な
債
務
と
交
換
さ
れ
る
」
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
が
、
本
条
は
、
日
本
に
お
け
る
用
語
の
意
味
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
る
場
合
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
更

改
は
、
旧
債
務
を
消
滅
さ
せ
る
効
果
と
、
新
債
務
を
発
生
さ
せ
る
効
果
と
い
う
二
つ
の
効
果
を
同
時
に
生
み
出
す
。

　
こ
の
二
つ
の
効
果
に
よ
り
、
更
改
は
有
償
行
為
（acte onéreux

）
の
範
疇
に
属
す
る
。
当
事
者
の
一
方
が
犠
牲
（sacrifice

）
を
払
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
債
権
者
は
旧
債
権
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
新
債
権
を
取
得
し
、
債
務
者
は
旧
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
債
務
に
服
す
る
。
こ
の
更
改
の
性
質
は
、
片
務
か
つ
有
償
の
合
意
と
い
う
稀
有
な
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
更
改
は
常
に
当
事

者
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
、
法
定
の
更
改
は
存
在
し
な
）
12
（

い
。

　
一
口
に
合
意
に
も
と
づ
く
と
い
っ
て
も
、
合
意
の
構
成
要
素
は
多
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
目
的
（objet

）、
原
因
（ca

）
13
（use

）、
そ
し
て

二
人
の
主
体
（
債
権
者
お
よ
び
債
務
者
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
更
改
が
生
じ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
更
改
は
変
更
さ
れ
る
要
素
の
種
類
に
し
た
が
い
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
同

時
に
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
）
14
（

る
。
指
図
に
関
係
す
る
の
は
、
三
番
目
の
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
と
、
四
番
目
の
債
権
者
の
交
替
に
よ

る
更
改
で
あ
る
。

㈡
　
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
に
お
け
る
二
つ
の
区
別

旧
民
法
財
産
編
第
四
九
六
）
15
（

条

　「
債
務
者
ノ
交
替
ニ
因
ル
更
改
ハ
或
ハ
舊
債
務
者
ヨ
リ
新
債
務
者
ニ
爲
セ
ル
囑
託
ニ
因
リ
或
ハ
舊
債
務
者
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
新
債
務
者
ノ
隨
意
ノ
干

渉
ニ
因
リ
テ
行
ハ
ル

囑
託
ニ
ハ
完
全
ノ
モ
ノ
有
リ
不
完
全
ノ
モ
ノ
有
リ

第
三
者
ノ
隨
意
ノ
干
渉
ハ
下
ニ
記
載
ス
ル
如
ク
除
約
又
ハ
補
約
ヲ
成
ス
」
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本
条
は
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
の
一
般
規
定
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
と
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
大
き
な
実

務
的
利
点
が
あ
）
16
（

り
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
重
要
な
区
別
が
あ
る
。

　
第
一
の
区
別
は
、
旧
債
務
者
の
関
与
の
有
無
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
旧
債
務
者
は
、
自
己
が
債
権
者
に
対
し
て
負
担
し
て
い
る
債
務

を
新
債
務
者
に
支
払
わ
せ
る
た
め
に
、
新
債
務
者
を
債
権
者
に
紹
介
す
る
（présenter

）
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
該
行
為
は

委
任
（m

andat
）
あ
る
い
は
委
託
（com

m
ission

）
の
観
念
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で
あ
る
、
指
図
（délégation

）
と
呼
ば
れ
、
各
当
事
者
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
旧
債
務
者
は
指
図
人
（délégant

）、
新
債
務
者
は
被
指
図
人
（délégué

）、
債
権
者
は
受
取
人
（délégataire

）
と
呼
ば

れ
る
。

　
旧
債
務
者
の
関
与
が
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
新
債
務
者
が
、
随
意
干
渉
（intervention spontanée

）
に
よ
っ
て
自
発
的
か
つ
旧
債
務

者
の
委
任
な
く
、
旧
債
務
者
の
代
わ
り
に
義
務
を
負
う
場
合
、
そ
こ
に
は
除
約
（exprom

ission

）
が
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
新
債
務

者
は
旧
債
務
者
の
事
務
管
理
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
）
17
（
り
、
新
債
務
者
が
債
務
を
履
行
し
た
場
合
、
彼
は
旧
債
務
者
に
対
し
て
、
旧

債
務
者
が
得
た
利
益
の
限
り
に
お
い
て
求
償
権
（recours

）
を
有
す
）
18
（

る
。
あ
る
い
は
、
旧
債
務
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
し
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
相
殺
（com

pensation

）
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
）
19
（
う
。

　
第
二
の
区
別
は
、
第
一
の
区
別
を
細
分
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
準
と
な
る
の
は
、
旧
債
務
者
が
更
改
に
よ
っ
て
債
務
を
免
責
さ

れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
指
図
は
、
完
全
指
図
（délégation parfaite

）
と
不
完
全
指
図
（délégation im

parfaite

）
と
に
区
別
さ
れ
、
随
意

干
渉
は
、
除
約
（exprom

ission

）
と
補
約
（adprom

ission

）
と
に
区
別
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
者
の
場
合
、
旧
債
務
者
は
更

改
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
、
後
者
の
場
合
、
更
改
は
生
じ
ず
旧
債
務
者
は
免
責
さ
れ
な
い
。

　
以
上
、
更
改
の
三
番
目
の
種
類
で
あ
る
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
と
、
債
務

者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
旧
債
務
者
の
関
与
に
も
と
づ
く
場
合
に
は
指
図
に
よ
っ
て
、
旧
債
務
者
の
関
与
に
も
と
づ
か
な
い
場
合
に
は

随
意
干
渉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
の
通
）
20
（
説
と
も
合
致
す
）
21
（
る
。
ま
た
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
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指
図
と
随
意
干
渉
と
を
旧
債
務
者
の
免
責
の
有
無
と
い
う
基
準
で
細
分
類
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
指
図
は
完
全
指
図
と
不
完
全
指
図

と
に
、
随
意
干
渉
は
除
約
と
補
約
と
に
種
類
分
け
さ
れ
る
。

　
な
お
、
本
条
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
）
22
（
案
と
二
つ
の
点
に
お
い
て
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
で
は

「
旧
債
務
者
か
ら
新
債
務
者
に
な
す
指
図
す
な
わ
ち
委
任
に
よ
り
（par délégation ou m

andat du prem
ier débiteur au nouveau

）」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
が
、
法
文
で
は
単
に
「
舊
債
務
者
ヨ
リ
新
債
務
者
ニ
爲
セ
ル
囑
託
ニ
因
リ
（par délégation du prem

ier débiteur au 

nouveau

）」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、「
完
全
囑
託
・
不
完
全
囑
託
」
の
区
別
な
ら
び
に
「
除
約
・
補
約
」
の

区
別
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
で
は
法
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
民
法
理
由
書
の
解
説
を
見
て

も
、
草
案
が
変
更
さ
れ
た
理
由
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
）
23
（
い
。

　
つ
ぎ
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
構
想
す
る
指
図
の
内
容
、
次
い
で
完
全
指
図
・
不
完
全
指
図
に
つ
き
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に

し
よ
う
。

㈢
　
委
任
（m
andat

）
と
し
て
の
指
図

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
指
図
に
つ
い
て
興
味
深
い
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
指
図
は
、
指
図
人
の
被
指
図
人
へ
の
委
任
（m

andat

）
で

あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
指
図
人
が
指
図
人
の
債
務
者
で
は
な
か
っ
た
場
合
、
委
任
訴
権
（action de m

andat

）
に
も

と
づ
い
て
、
被
指
図
人
は
受
取
人
に
支
払
っ
た
給
付
の
限
り
で
求
償
権
を
有
す
る
。
指
図
人
と
受
取
人
と
の
間
に
つ
い
て
も
、
指
図
は
委

任
の
性
質
（caractère

）
を
有
す
る
。
指
図
人
は
受
取
人
を
、
被
指
図
人
と
要
約
す
る
（stipuler

）
よ
う
促
し
て
い
る
か
ら
で
あ
）
24
（

る
。
こ

の
よ
う
に
、
指
図
を
委
任
で
あ
る
と
し
、
そ
の
内
部
関
係
に
二
つ
の
委
任
関
係
を
は
っ
き
り
と
認
め
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
も

か
な
り
珍
し
い
見
解
で
あ
）
25
（

り
、
西
欧
法
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
古
く
て
新
し
い
見
解
で
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
指
図
を
委
任
と
同
視
す
る
見
解
は
、
古
く
は
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
文
主
義
法
学
を
代
表
す
る
法
学
者
で
あ
る
ク
ヤ
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キ
ウ
ス
（Jacobus Cujacius

）
に
見
ら
れ
る
。
ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
「
指
図
（delegatio

）
は
、
旧
債
務
を
更
改
し
転
換
す
る
問
答
契
約

（stipulatio

）
に
向
け
た
委
任
（m

andatum

）
で
あ
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
委
任
は
、
た
と
え
ば
、
債
権
者
で
あ
る
指
図
人
が
、

自
己
の
債
務
者
に
、
自
己
の
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
を
約
束
す
る
よ
う
指
示
す
る
（jubeo

）
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
の

指
示
（jussum
）
ま
た
は
委
任
が
、
指
図
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
指
図
人
と
被
指
図
人
と
の

間
に
委
任
訴
権
（actio m

andati

）
が
生
じ
る
の
だ
と
い
）
26
（

う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
指
図
を
委
任
に
よ
っ
て
説
明
す
る
見
解
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
委
任
に
は
な
い
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
直
接
か
つ
個
人
的
な
債
務
負
担
の
存
在
で
あ
る
と
い
）
27
（

う
。
し
か
し
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
や
ク
ヤ
キ
ウ
ス
の
い
う
委
任
と
は
、
指
図
人
が
被
指
図
人
お
よ
び
受
取
人
に
指
示
を
出
す
と
い
う
指
図
の
形
成
段
階
に
着
目

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
指
図
人
の
債
務
負
担
は
そ
の
後
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
よ
り
直
截
に
法
理
論
の
な
か
に
採
り
こ
ん
で
い

る
の
が
ド
イ
ツ
法
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
目
的
を
外
れ
な
い
範
囲
で
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
（Anw

eisung

）
と
比
較
し
つ
つ
若

干
の
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
ド
イ
ツ
民
法
典
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
と
異
な
り
、
更
改
を
法
典
上
採
用
せ
ず
、
ま
た
、
指
図
に
は
独
立
の
節
を
設
け
て
い
る
。
ド
イ
ツ

法
に
お
け
る
指
図
は
、
指
図
人
が
、
受
取
人
に
自
己
の
名
で
被
指
図
人
か
ら
給
付
を
取
り
立
て
る
権
限
を
与
え
、
同
時
に
、
被
指
図
人
に

指
図
人
の
計
算
に
お
い
て
受
取
人
に
給
付
を
な
す
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
）
28
（
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ド
イ
ツ
法
は
、

指
図
の
法
的
性
質
を
二
重
授
権
（D

oppelerm
ächtigung

）
で
あ
る
と
解
し
て
い
）
29
（

る
。

　
ま
た
、
こ
の
段
階
で
は
被
指
図
人
は
受
取
人
に
対
し
て
依
然
と
し
て
義
務
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
、
被
指
図
人
に
よ
る
指
図
の

引
受
（Annahm

e der Anw
eisung

）
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
被
指
図
人
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
）
30
（
る
。
こ
の
よ
う
な
現
在
の

ド
イ
ツ
法
の
解
釈
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
法
が
授
権
（Erm

ächtigung

）
概
念
を
用
い
て
説
明
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
委
任
の
観
念
を
用
い
て
説
明
し
て
い
た
と
も
解
し
う
る
の
で
あ
る
。
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㈣
　
承
前

―
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
不
採
用
の
意
味

　
し
か
し
、
上
記
と
関
連
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
を
旧
民
法
典
に
採
り
入
れ
て
い
な
い
点
は
捨
て
置
け

な
い
事
実
で
あ
る
。
や
や
敷
衍
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
は
、
指
図
を
規
定
す
る
一
二
七
五
条
お
よ
び
一
二
七
六
条
の
直

後
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
自
己
の
代
わ
り
に
支
払
を
な
す
べ
き
者
に
な
さ
れ
る
、
ま
た
は
債
権
者
に
よ
っ

て
自
己
の
代
わ
り
に
受
領
す
る
べ
き
者
に
な
さ
れ
る
単
な
る
指
示
（sim

ple indication

）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
更
改
は
生
じ

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
）
31
（
る
。

　
本
条
に
つ
い
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
更
改
に
は
更
改
意
思
が
必
要
で
あ
り
、
単
な
る
指
示
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
更
改
が
生

じ
な
い
こ
と
は
自
明
な
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
、
極
め
て
簡
明
な
理
由
で
こ
れ
を
排
斥
し
て
い
る
の
で

あ
）
32
（
る
。

　
た
し
か
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
本
条
文
は
と
き
に
無
益
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
33
（

が
、
歴
史
的
見
地
か
ら
も
比
較
法
的
見
地
か

ら
も
、
非
常
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
条
文
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
本
条
文
の
基
礎
に
な
っ
た
の
は
、
ポ
チ
エ
（Robert-Joseph 

Pothier

）
の
著
作
（Traité des obligations

）
の
、
単
な
る
指
示
に
関
す
る
記
述
で
あ
）
34
（

る
。
そ
こ
で
は
、
単
な
る
指
示
と
指
図
と
の
相
違
点

に
つ
き
、
単
な
る
指
示
は
更
改
を
生
じ
な
い
点
で
指
図
と
は
異
な
る
と
さ
れ
て
お
）
35
（
り
、
一
二
七
七
条
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
規

定
し
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ポ
チ
エ
が
単
な
る
指
示
の
典
型
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
て
い
た
の
は
、
支
払
委
託
書
（rescrip

）
36
（

tion

）

な
る
証
書
を
用
い
た
取
引
で
あ
っ
）
37
（

た
。
ポ
チ
エ
の
為
替
契
約
概
論
（Traité du contrat de change

）
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
取
引
は
、

assignatio

（
原
文
で
はadsignatio

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
）
38
（
り
、
こ
れ
は
現
在
の
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図

（Anw
eisung

）
の
理
論
的
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
）
39
（

る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
指
示
も
、
本
来
は
「
指
図
」
の
枠
組
み
の
な
か
で
等
し
く
取

り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
ポ
チ
エ
の
売
買
契
約
概
論
（Traité du contrat de vente

）
の
一
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節
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
単
な
る
指
図
（sim

ple délégation

）
と
は
単
な
る
指
示
の
こ
と
を
意
味
す
る
旨
、
そ
し
て
、
こ
の
指
図
は
、

更
改
の
効
果
の
有
無
と
い
う
点
で
更
改
と
し
て
の
指
図
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
）
40
（

る
。

　
で
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
、
単
な
る
指
示
あ
る
い
は
単
な
る
指
図
を
規
定
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
を
旧
民
法
典
に
お
い

て
排
斥
し
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
、
再
び
ド
イ
ツ
法
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
指
図
（delegatio

）
の
研
究
か
ら
、
指
図
を
義
務
設
定
指
図
（delegatio 

prom
ittendi, Verpflichtungsanw

eisung

）
と
支
払
指
図
（delegatio solvendi, Zahlungsanw

eisung

）
と
に
区
別
し
、
前
者
は
被
指
図
人
が

受
取
人
に
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
は
被
指
図
人
が
受
取
人
に
直
接
支
払
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
と
説
明

す
）
41
（
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
が
と
り
わ
け
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
為
替
手
形
お
よ
び
小
切
手
で
あ
）
42
（
る
。
す
な
わ
ち
、
為
替
手
形
の
よ
う
に
、

引
受
人
が
引
受
を
な
す
こ
と
に
よ
り
受
取
人
に
債
務
を
負
担
す
る
場
合
は
義
務
設
定
指
図
が
、
小
切
手
の
よ
う
に
、
支
払
人
が
引
受
を
す

る
こ
と
な
く
直
接
支
払
を
な
す
場
合
は
支
払
指
図
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
指
図
の
法
的
性
質
を
指
図
人
の
被
指
図
人
お
よ
び
受
取

人
へ
の
二
重
授
権
で
あ
る
と
解
し
、
被
指
図
人
が
指
図
を
引
き
受
け
た
場
合
に
の
み
受
取
人
に
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
ド
イ
ツ
法
の
構

成
に
よ
れ
ば
、
小
切
手
を
典
型
例
と
す
る
支
払
指
図
を
平
易
に
観
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
43
（
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
も
、
必
要
に
応
じ

て
、
一
二
七
七
条
か
ら
同
様
の
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
44
（

る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
を
採
り
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
旧
民

法
典
上
、
指
図
に
つ
き
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
負
担
を
前
提
と
す
る
義
務
設
定
指
図
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ド

イ
ツ
法
が
理
解
す
る
よ
う
な
支
払
指
図
を
同
一
枠
組
の
な
か
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

㈤
　
完
全
指
図
（délégation parfaite

）・
不
完
全
指
図
（délégation im

parfaite

）

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
完
全
指
図
ま
た
は
不
完
全
指
図
と
い
う
用
語
が
学
説
上
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
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ら
、
す
べ
て
の
学
説
が
同
一
の
意
味
に
お
い
て
そ
れ
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
あ
る
学
説
に
よ
れ
ば
、
完
全
指

図
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
指
図
人
・
被
指
図
人
・
受
取
人
の
三
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
債
権
者
の
要
約
（stipulation

）
な
く
、
指
図

人
が
債
権
者
に
新
債
務
者
を
紹
介
し
た
場
合
に
は
、
不
完
全
指
図
に
な
る
と
い
）
45
（
う
。

　
し
か
し
、
通
説
お
よ
び
日
本
法
は
、
指
図
が
完
全
で
あ
る
か
不
完
全
で
あ
る
か
の
基
準
を
、
受
取
人
に
よ
っ
て
指
図
人
に
与
え
ら
れ
た

免
責
の
有
無
に
求
め
て
い
る
。
完
全
指
図
と
い
う
名
称
は
、
更
改
が
生
じ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
指
図
が
完
成
（com

plète

）
し
て
お
り
、

生
じ
う
る
あ
ら
ゆ
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
不
完
全
指
図
と
い
う
名
称
は
、
更
改
が
生
じ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
指
図
が
未
完

成
（incom

plète

）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
）
46
（

う
。
か
か
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
見
解
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
の
通
）
47
（

説
と
も
合
致
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
お
よ
び
そ
れ
ま
で
の
通
説
は
、
指
図
を
更
改
の
下
位
概
念
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
名
称
の

と
お
り
、
完
全
指
図
を
原
則
、
不
完
全
指
図
を
例
外
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
更
改
の
下
位
概
念
に
指
図
が
含
ま
れ
る
の
な
ら
ば
、

更
改
を
生
じ
な
い
不
完
全
指
図
は
、
指
図
の
範
疇
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
の
法
的
効
果
も
生
じ
な
い
と
解
さ
れ

る
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
更
改
の
下
に
内
包
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
指
図
理
論
は
す
で
に
大
き
な
自
己
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
る
。

　
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
に
対
し
て
、
指
図
は
更
改
と
は
別
個
独
立
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
立
て
ら

れ
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
従
来
の
通
説
が
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
六
四
年
に
公
表
さ

れ
た
ザ
ル
ピ
ウ
ス
（Botho von Salpius

）
の
ロ
ー
マ
法
研
究
で
あ
）
48
（
り
、
次
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
ジ
ッ
ド
（Paul G

ide

）
の
ロ
ー

マ
法
研
究
）
49
（

が
、
さ
ら
に
ユ
ベ
ー
ル
（Frédéric H

u

）
50
（

bert

）
が
そ
の
よ
う
な
ロ
ー
マ
法
研
究
の
発
展
を
フ
ラ
ン
ス
現
行
法
の
解
釈
に
ま
で
展

開
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
完
全
指
図
で
は
な
く
不
完
全
指
図
が
本
則
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
）
51
（
り
、
指
図
と
更
改
と
の

峻
別
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
）
52
（

る
。
ま
た
、
完
全
指
図
・
不
完
全
指
図
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
も
、
伝
統
的
な
呼
称
で
は
あ
る

が
正
確
な
呼
称
で
は
な
い
と
の
指
摘
か
）
53
（

ら
、
近
年
で
は
更
改
指
図
（délégation novatoire
）・
単
純
指
図
（délégation sim

ple

）
の
用
語
を
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用
い
る
者
も
多
）
54
（
い
。

　
旧
債
務
者
の
免
責
の
有
無
に
よ
る
区
別
は
、
指
図
だ
け
で
な
く
随
意
干
渉
に
も
あ
り
、
免
責
を
と
も
な
う
も
の
が
除
約
、
免
責
を
と
も

な
わ
な
い
も
の
が
補
約
と
区
別
さ
れ
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
指
図
お
よ
び
随
意
干
渉
の
こ
の
よ
う
な
細
分
類
を
、
同
一
条
文
の
な
か
で

過
度
の
負
担
を
か
け
ず
に
再
規
定
す
る
（reprendre

）
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
）
55
（
し
、
こ
れ
ら
の
存
在
を
注
釈
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て

い
る
。
し
か
し
、
旧
民
法
第
四
九
六
条
に
は
こ
れ
ら
の
細
分
類
が
規
定
さ
れ
て
お
）
56
（

り
、
か
か
る
講
学
上
の
区
別
を
わ
ざ
わ
ざ
法
文
に
採
り

入
れ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
指
図
規
定
削
除
の
一
因
と
な
っ
た
。

㈥
　
完
全
指
図
に
お
け
る
受
取
人
の
更
改
意
思

旧
民
法
財
産
編
第
四
九
七
）
57
（

条

　「
債
權
者
カ
明
カ
ニ
第
一
ノ
債
務
者
ヲ
免
ス
ル
ノ
意
思
ヲ
表
シ
タ
ル
ト
キ
ニ
非
サ
レ
ハ
囑
託
ハ
完
全
ナ
ラ
ス
シ
テ
更
改
ハ
行
ハ
レ
ス
此
意
思
ノ
無
キ

ト
キ
ハ
囑
託
ハ
不
完
全
ニ
シ
テ
債
權
者
ハ
第
一
第
二
ノ
債
務
者
ヲ
連
帯
ニ
テ
訴
追
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
第
三
者
ノ
隨
意
干
渉
ノ
場
合
ニ
於
テ
債
權
者
カ
舊
債
務
者
ヲ
免
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
除
約
ニ
因
ル
更
改
行
ハ
ル
之
ニ
反
セ
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
單
一
ノ
補
約

成
リ
テ
債
權
者
ハ
債
務
ノ
全
部
ニ
付
キ
第
二
ノ
債
務
者
ヲ
得
然
レ
ト
モ
此
債
務
者
ハ
連
帯
ノ
義
務
ニ
任
セ
ス
」

　
こ
こ
で
は
、
旧
民
法
典
に
お
い
て
完
全
指
図
（
お
よ
び
除
約
）
が
存
在
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
、
受
取
人
（
債
権
者
）
の
指
図
人
（
旧

債
務
者
）
に
対
す
る
更
改
意
思
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

　
更
改
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
三
）
58
（
条
は
、
更
改
が
生
じ
る
た
め
に
は
更
改
意
思
を
明
白
に

（clairem
ent

）
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
指
図
を
規
定
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
五
）
59
（

条
は
、

完
全
指
図
が
生
じ
る
た
め
に
は
債
権
者
が
旧
債
務
者
を
明
示
的
に
（expressém

ent
）
免
責
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
「
明
白
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に
」
と
「
明
示
的
に
」
と
の
文
言
の
相
違
は
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
法
の
通
説
は
、
こ
れ
ら
の
文
言
が
異
な
る

の
は
、
起
草
者
が
一
二
七
五
条
に
特
別
な
配
慮
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
一
二
七
三
条
と
一
二
七
五
条
と
は
一
般
規
定
と
特

別
規
定
の
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
二
七
五
条
に
は
特
別
の
意
思
表
示
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
一
二
七
三
条
よ
り
も
当
然
に
厳

格
で
あ
る
と
解
す
）
60
（
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
コ
ル
メ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
テ
ー
ル
（E. Colm

et de Santerre

）
は
、
両
者
の
間
に
要
件
の
軽
重
は
な
い
と
主
張
し
文
言
の

差
異
に
実
質
的
な
意
味
を
認
め
な
い
が
、
こ
の
見
解
は
少
数
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
）
61
（
る
。
こ
の
点
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
完
全
指
図
に
受
取

人
の
更
改
意
思
の
明
示
的
な
表
示
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
明
カ
ニ
（clairem

ent

）」
表
示
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
し
、
フ 

ラ
ン
ス
の
少
数
説
と
同
様
、
更
改
一
般
の
場
）
62
（
合
と
完
全
指
図
の
場
合
と
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
）
63
（
う
。

㈦
　
承
前

―
不
完
全
指
図
に
お
け
る
新
旧
債
務
者
の
義
務

　
つ
づ
い
て
、
不
完
全
指
図
（
お
よ
び
補
約
）
に
お
け
る
新
旧
債
務
者
の
義
務
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

　
旧
民
法
第
四
九
七
条
で
は
、
不
完
全
指
図
に
お
け
る
被
指
図
人
の
義
務
は
連
帯
（solidarité

）、
補
約
者
の
義
務
は
全
部
義
務

（obligation pour le tout

）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
と
、
不
完
全
指
図
の
場
合
に
は
、
通
常
の
連

帯
、
す
な
わ
ち
、
完
全
連
帯
（solidarité parfaite

）
が
存
在
し
、
補
約
の
場
合
に
は
、
不
完
全
連
帯
（solidarité im

parfaite

）、
す
な
わ
ち
、

全
部
義
務
（obligation in solidum

 ou obligation pour le tout

）
が
存
在
し
て
い
る
と
い
）
64
（
う
。
こ
れ
ら
の
区
別
は
旧
債
務
者
の
新
債
務
者
に

対
す
る
委
任
の
有
無
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
指
図
人
の
被
指
図
人
に
対
す
る
委
任
に
も
と
づ
く
不
完
全
指
図
の
場
合
、

彼
ら
は
連
帯
共
同
債
務
者
（codébiteur solidaire

）
と
み
な
さ
れ
、
た
と
え
ば
受
取
人
が
被
指
図
人
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
と
、
指

図
人
に
対
し
て
も
付
遅
滞
効
や
時
効
の
中
断
効
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
か
か
る
委
任
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
補
約
の
場
合

に
は
そ
の
よ
う
な
不
利
益
を
生
ぜ
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
）
65
（

る
。
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こ
の
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
不
完
全
指
図
に
お
け
る
被
指
図
人
の
債
務
が
指
図
人
と
の
連
帯
債
務
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
こ

の
見
解
は
と
き
と
し
て
母
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
現
代
的
指
図

理
論
の
構
築
に
非
常
な
貢
献
を
果
た
し
た
ユ
ベ
ー
ル
は
、
指
図
人
の
法
的
地
位
は
指
図
に
よ
っ
て
な
ん
ら
変
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

し
、
被
指
図
人
と
指
図
人
と
が
連
帯
債
務
関
係
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
当
事
者
の
意
思
に
も
反
す
る
し
、
連
帯
は
推
定

さ
れ
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
と
逆
の
立
場
を
採
る
立
法
例
と
し
て
日
本
の
旧
民
法
典
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
）
66
（
る
。
ま
た
、
か
か
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
見
解
は
、
不
完
全
指
図
を
機
能
的
に
重
畳
的
債
務
引
受
（
あ
る
い
は
併
存

的
債
務
引
受
）
へ
と
近
づ
け
る
も
の
で
あ
）
67
（

る
。

㈧
　
完
全
指
図
に
お
け
る
指
図
人
の
資
力
担
保
義
務

旧
民
法
財
産
編
第
四
九
八
）
68
（
条

　「
完
全
囑
託
及
ヒ
除
約
ノ
場
合
ニ
於
テ
新
債
務
者
カ
債
務
ヲ
辨
濟
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
債
權
者
ハ
囑
託
又
ハ
除
約
ノ
當
時
ニ
於
テ
新
債
務
者

ノ
既
ニ
無
資
力
タ
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
舊
債
務
者
ニ
對
シ
テ
擔
保
ノ
求
償
權
ヲ
有
セ
ス
但
特
別
ノ
合
意
ヲ
以
テ
此
擔
保
ヲ
伸
縮
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
」

　
本
規
定
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
六
）
69
（
条
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
完
全
指
図
（
お
よ
び
除
約
）
で

は
、
指
図
人
（
旧
債
務
者
）
は
受
取
人
（
債
権
者
）
に
対
す
る
旧
債
務
を
免
責
さ
れ
る
た
め
、
被
指
図
人
（
新
債
務
者
）
が
更
改
の
後
に
支

払
不
能
（insolvabilité

）
に
陥
っ
た
場
合
に
、
受
取
人
が
指
図
人
に
対
し
て
も
は
や
遡
求
で
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し

こ
の
原
則
に
は
二
つ
の
例
外
が
あ
る
と
い
）
70
（
う
。

　
第
一
の
例
外
は
、
被
指
図
人
が
更
改
の
時
点
で
す
で
に
支
払
不
能
に
陥
っ
て
お
り
、
か
つ
受
取
人
が
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
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で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
受
取
人
は
指
図
人
に
対
し
て
遡
求
権
（recours

）
を
有
す
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
更
改
の
原
因
（cause

）
に
関

す
る
錯
誤
（erreur

）
が
認
め
ら
れ
）
71
（

る
。
こ
の
よ
う
に
遡
求
権
の
発
生
原
因
を
錯
誤
に
求
め
る
説
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は

コ
ル
メ
・
ド
ゥ
・
サ
ン
テ
ー
ル
が
唱
え
て
い
る
）
72
（
が
、
少
数
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
例
外
は
、
被
指
図
人
が
更
改
の
後
に
支
払
不
能
に
陥
っ
た
場
合
に
も
遡
求
権
を
留
保
す
る
旨
を
当
事
者
が
合
意
し
て
い
る
場
合

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
完
全
指
図
と
不
完
全
指
図
（
あ
る
い
は
除
約
と
補
約
）
と
の
間
の
な
ん
ら
か
の
中
間
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
）
73
（

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
事
者
の
合
意
に
も
と
づ
く
第
二
の
例
外
の
場
合
、
受
取
人
が
指
図
人
に
対
し
て
有
す
る
遡
求
権
の
法
的
性
質
は
、
新
た

に
創
り
出
さ
れ
た
新
訴
権
で
あ
る
の
か
、
受
取
人
が
指
図
人
に
対
し
て
有
し
て
い
た
旧
訴
権
で
あ
る
の
か
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
こ
の
点
に

つ
き
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
第
一
の
例
外
の
場
合
は
旧
訴
権
の
復
活
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
第
二
の
例
外
の
場
合
に

は
、
遡
求
権
を
留
保
す
る
受
取
人
に
説
明
さ
せ
る
の
が
よ
り
慎
重
で
あ
ろ
う
。
受
取
人
が
な
に
も
語
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
指
図
の
場
合

は
委
任
訴
権
が
（
除
約
の
場
合
は
無
名
契
約
（contrat innom

m
é

）
に
よ
る
通
常
の
訴
権
が
）
新
た
に
創
り
出
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
第
一
・
第
二
の
例
外
に
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
例
外
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
指
図
人
が

受
取
人
を
騙
し
て
、
近
い
将
来
支
払
不
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
被
指
図
人
を
紹
介
し
た
場
合
で
あ
る
。
そ
の
後
、
現
実
に
被
指
図
人
が
支
払

不
能
に
陥
っ
た
な
ら
ば
、
受
取
人
は
指
図
人
に
遡
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
）
74
（

う
。

㈨
　
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改

旧
民
法
財
産
編
第
四
九
九
）
75
（
条

　「
債
權
者
ノ
交
替
ニ
因
ル
更
改
ハ
債
務
者
ト
新
舊
債
權
者
ト
ノ
承
諾
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
成
ラ
ス
」

　
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
債
務
者
の
交
替
と
同
時
に
な
さ
）
76
（
れ
、
あ
る
債
務
者
が
自
己
の
債
務
者
を
自
己
の
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債
権
者
に
指
図
す
る
場
合
に
生
じ
る
。
そ
の
場
合
、
被
指
図
人
は
債
権
者
が
交
替
し
、
受
取
人
は
債
務
者
が
交
替
す
る
。
指
図
人
が
受
取

人
の
債
務
者
で
は
な
く
、
無
償
で
（à titre gratuit

）
受
取
人
に
指
図
を
な
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
の
交
替
の
み
が
存
在
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
三
当
事
者
の
意
思
の
合
致
が
必
要
で
あ
る
（
随
意
干
渉
に 

よ
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
）。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
意
思
な
く
自
己
の
債
権
を
失
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
指
図
人

の
意
思
は
必
要
で
あ
る
。
自
己
の
意
思
に
よ
っ
て
債
務
負
担
し
な
け
れ
ば
債
権
者
の
交
替
は
生
じ
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
指
図
人
の

意
思
も
必
要
で
あ
る
。
最
後
に
、
指
図
が
無
償
の
場
合
で
さ
え
自
己
の
意
思
な
く
債
権
者
に
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
受
取
人
の

意
思
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
と
、
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
債
権
譲
渡
（cession de créance

）
と
は

区
別
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
債
権
譲
渡
で
は
旧
債
権
が
消
滅
し
債
務
者
が
新
債
権
を
負
担
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
）
77
（
る
。

旧
民
法
財
産
編
第
五
〇
〇
）
78
（
条

　「
債
權
者
カ
第
五
百
三
條
ニ
定
ム
ル
如
ク
其
債
權
ノ
物
上
擔
保
ヲ
留
保
シ
テ
或
ハ
他
人
ヲ
惠
ム
爲
メ
或
ハ
他
人
ニ
對
ス
ル
債
務
ヲ
免
カ
ル
ル
爲
メ
其

人
ニ
囑
託
シ
テ
自
己
ノ
債
務
者
ヨ
リ
辨
濟
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
其
受
囑
託
人
ハ
債
權
ノ
譲
渡
ニ
關
ス
ル
第
三
百
四
十
七
條
ノ
規
定
ニ
從
フ
ニ
非
サ
レ

ハ
第
三
者
ニ
對
シ
テ
其
債
權
ヲ
主
張
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

　
本
条
は
更
改
に
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
制
度
を
準
用
す
る
規
定
で
あ
る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
と
、
本
条
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
、

更
改
と
債
権
譲
渡
と
の
間
に
も
は
や
差
異
は
な
い
と
い
）
79
（

う
。
す
な
わ
ち
、
債
権
譲
渡
を
一
種
の
公
示
制
度
に
服
さ
せ
る
理
由
を
参
照
す
る

な
ら
ば
、
法
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
更
改
を
同
様
の
形
式
に
服
さ
せ
る
理
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
形
式
が
必
要
な
場
合
と
は
、
旧
民
法
第
五
〇
三
）
80
（

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
的
担
保
（sûreté réelle

）
の
留
保
が

あ
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
留
保
し
た
物
的
担
保
の
移
転
に
関
し
て
は
債
権
譲
渡
と
同
視
し
う
る
と
い
）
81
（

う
。
反
対
に
、
人
的
担
保
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（sûreté personnelle

）
の
場
合
に
は
、
新
た
な
保
証
契
約
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
は
や
同
一
の
債
務
で
も
同
一
の
担
保
で
も
な

い
の
で
あ
る
か
ら
債
権
譲
渡
に
類
す
る
も
の
は
な
に
も
な
い
と
い
）
82
（

う
。

三
　
指
図
（
嘱
託
）
規
定
の
削
除

　
明
治
二
九
年
の
新
民
法
典
の
誕
生
に
と
も
な
い
、
詳
細
に
規
定
し
て
あ
っ
た
更
改
に
関
す
る
規
定
は
大
幅
に
縮
減
さ
れ
、
旧
民
法
典
の

指
図
（
嘱
託
）
規
定
も
姿
を
消
し
た
。
そ
こ
で
最
後
に
、
指
図
規
定
削
除
の
経
緯
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

㈠
　
梅
謙
次
郎
委
員
に
よ
る
指
図
規
定
の
削
除
理
由

　
現
行
民
法
に
お
け
る
更
改
の
款
を
起
草
し
た
の
は
、
梅
謙
次
郎
委
員
で
あ
る
。
そ
の
起
草
趣
旨
を
見
る
と
、
更
改
の
款
は
旧
民
法
典
の

「
財
産
編
ノ
第
二
部
第
三
章
第
二
ニ
御
座
イ
マ
ス
ル
規
定
ト
粗
同
ジ
」
で
あ
る
と
し
、
は
じ
め
に
、
不
必
要
ま
た
は
不
穏
当
と
考
え
て
削

除
さ
れ
た
各
条
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
）
83
（

る
。
そ
の
な
か
で
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
を
規
定
し
た
旧
民
法
第
四
九
六
条

（
前
出
第
二
章
第
二
節
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
修
正
案
に
採
用
し
つ
つ
、
削
除
し
た
理
由
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　「
第
四
百
九
十
六
條
是
レ
ハ
或
ル
一
部
分
ハ
本
案
ノ
中
ニ
モ
取
リ
マ
シ
タ
ガ
一
體
此
規
定
ハ
定
義
ガ
澤
山
ア
ツ
テ
定
例
ヲ
設
ケ
テ
夫
レ

ニ
定
義
ヲ
加
ヘ
テ
ア
ル
ヤ
レ
完
全
囑
託
ト
カ
不
完
全
囑
託
ト
カ
云
フ
モ
ノ
ガ
設
ケ
テ
ア
ツ
テ
夫
レ
ノ
説
明
モ
ア
ル
然
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
餘
リ

必
要
ハ
少
ナ
カ
ラ
ウ
學
者
ガ
名
ヲ
附
ケ
ル
ノ
ハ
宜
イ
ガ
法
典
デ
濫
リ
ニ
術
語
抔
ヲ
附
ケ
ル
ノ
ハ
宜
ク
ナ
カ
ラ
ウ
外
國
ニ
モ
餘
リ
是
レ
ハ
例

ノ
極
ハ
メ
テ
少
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
本
案
ニ
於
テ
モ
取
リ
マ
セ
ヌ
」。

　
梅
委
員
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
完
全
囑
託
」
や
「
不
完
全
囑
託
」
な
ど
の
語
を
法
典
の
用
語
と
し
て
採
用
す
る
必
要
は
な
い
た
め
こ
れ

ら
を
削
除
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
用
語
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
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た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
法
文
に
採
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
該
規
定
削
除
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
完
全
指
図

（
お
よ
び
除
約
）
に
お
け
る
受
取
人
の
更
改
意
思
、
な
ら
び
に
不
完
全
指
図
（
お
よ
び
補
約
）
に
お
け
る
新
旧
債
務
者
の
義
務
に
つ
い
て
規

定
し
た
旧
民
法
第
四
九
七
条
（
前
出
第
二
章
第
六
節
参
照
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
第
一
項
前
段
に
つ
い
て
は
、「
是
レ
ハ
更
改
ハ
推
定
セ
ズ
ト
云
フ
當
然
ノ
結
果
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
、
第
一
項
後
段
に
つ
い
て
は
、

「
連
帯
債
務
者
ニ
ナ
ル
前
ニ
ハ
債
務
者
ヲ
保
護
シ
タ
ノ
ガ
今
度
ハ
債
權
者
ノ
保
護
シ
タ
様
ニ
ナ
ツ
テ
奇
妙
ニ
思
フ
」
と
）
84
（

し
、
第
二
項
に
つ

い
て
は
、「
此
處
デ
ハ
全
部
義
務
ヲ
推
定
シ
テ
居
ル
斯
ウ
云
フ
推
定
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
餘
程
必
要
ガ
ナ
ケ
レ
バ
設
ケ
ヌ
方
ガ
宜
カ
ラ
ウ
ト
思

ヒ
マ
シ
テ
外
ニ
モ
餘
リ
例
ノ
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
旁
々
以
テ
是
レ
ハ
置
キ
マ
セ
ヌ
コ
ト
ニ
シ
マ
シ
タ
」
と
い
）
85
（

う
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
四
九
七
条
一
項
前
段
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
解
釈
上
の
疑
義
に
つ
き
少
数
説
を
採
っ
た

た
め
に
同
じ
表
現
と
な
っ
た
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
は
不
要
で
あ
る
と
し
て
、
ま
た
、
後
段
は
旧
民
法
第
四
九
二
）
86
（

条
と

の
関
係
で
、
連
帯
債
務
者
に
な
る
前
に
は
債
務
者
を
保
護
し
た
の
に
、
こ
こ
で
は
債
権
者
を
保
護
し
た
よ
う
に
な
っ
て
奇
妙
で
あ
る
と
し

て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
項
に
関
し
て
は
、
補
約
を
お
こ
な
う
よ
う
な
場
合
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
保
証
人
と
な
る
場
合
が
多
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
な
い
方
が
よ
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
完
全
指
図
に
お
け
る
指
図
人
の
資
力
担
保
義

務
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
旧
民
法
第
四
九
八
条
（
前
出
第
二
章
第
八
節
参
照
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　「
此
規
定
ハ
若
シ
必
要
デ
ア
レ
バ
餘
程
大
事
ナ
規
定
デ
ア
ル
コ
ト
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
し
て
、
諸
外
国
の
立
法
を
比
較
し
つ
つ
、「
原
則
ト

シ
テ
擔
保
ノ
義
務
ノ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
是
レ
ハ
規
定
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
知
レ
切
ツ
タ
コ
ト
デ
ア
ル
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
の
合

意
に
よ
る
第
二
の
例
外
に
つ
い
て
は
、「
此
場
合
ニ
於
テ
特
約
ガ
ナ
ケ
レ
バ
勞
力
ニ
付
テ
擔
保
ノ
義
務
ノ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
無
論
ノ
話

デ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
。
か
え
っ
て
本
条
の
必
要
性
は
、
法
定
的
に
指
図
人
に
担
保
義
務
を
課
す
第
一
の
例
外
に
あ
り
、
こ
れ
が
「
本
條

ノ
骨
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
被
指
図
人
が
無
資
力
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
は
受
取
人
の
調
査
が
至
ら
な
か
っ
た

せ
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
指
図
人
の
詐
欺
が
あ
る
場
合
は
詐
欺
取
消
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
受
取
人
は
害
さ
れ
な
い
。
詐
欺
が
な
い
場
合
に
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は
受
取
人
の
調
査
不
足
な
の
で
あ
る
か
ら
、「
其
結
果
ヲ
善
意
ナ
ル
債
務
者
ニ
負
ハ
セ
ル
コ
ト
ハ
不
都
合
ト
思
フ
特
約
ア
ル
場
合
ハ
格
別

特
約
ノ
ナ
イ
場
合
ハ
寧
ロ
擔
保
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
方
ガ
當
事
者
双
方
ヲ
公
平
ニ
保
護
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ラ
ウ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
資
力
担
保

義
務
を
認
め
な
い
以
上
、
明
文
は
必
要
な
い
た
め
本
条
は
削
除
さ
れ
た
。
最
後
に
、
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
を
定
め
る
旧
民
法
第
四

九
九
条
に
（
前
出
第
二
章
第
九
節
参
照
）
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
梅
委
員
に
よ
る
と
、
四
九
九
条
は
削
除
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
決
シ
テ
定
質
上
反
對
ニ
極
メ
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
い
）
87
（

う
。

更
改
は
契
約
な
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
債
権
者
と
債
務
者
間
に
契
約
が
必
要
な
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
新
債
権
者
に
つ
い
て
も
、「
自
分

ガ
知
ラ
ナ
イ
間
ニ
他
ノ
人
ノ
意
思
ヲ
以
テ
自
分
ガ
債
權
者
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
無
論
其
者
ノ
承
諾
ガ
必
要
デ
ア
ル
ト

云
フ
コ
ト
ハ
書
カ
ナ
ク
テ
モ
知
レ
切
ツ
タ
コ
ト
ト
思
フ
」
と
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
他
国
の
立
法
に
も
例
が
少
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら

削
除
し
た
と
い
）
88
（

う
。
こ
う
し
て
、
債
権
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
対
抗
要
件
や
債
権
譲
渡
の
準
用
に
関
す
る
条
文
の
み
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
修
正
案
第
五
一
一
条
（
現
行
民
法
第
五
一
四
条
）
の
起
草
趣
旨

　
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
を
定
め
る
修
正
案
第
五
一
一
条
（
現
行
民
法
第
五
一
四
条
）
の
起
草
趣
旨
説
明
に
お
い
て
、「
之
ハ
先
刻
一

寸
申
上
ゲ
マ
シ
タ
第
四
百
九
十
六
條
第
一
項
ノ
規
定
ト
實
質
ニ
於
テ
ハ
變
ハ
ル
所
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
此
四
百
九
十
六
條
ノ
如
ク
『
囑

託
』
ト
カ
隨
意
ノ
『
干
渉
』
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
文
字
ヲ
用
ヰ
マ
セ
ヌ
デ
單
ニ
事
柄
丈
ケ
ヲ
規
定
シ
タ
ノ
ガ
少
シ
違
ウ
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ

ス
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
旧
民
法
第
四
九
六
条
第
一
項
は
、
嘱
託
お
よ
び
随
意
干
渉
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
修
正
案
第
五
一
一
条
で
は
そ
の

よ
う
な
語
を
用
い
ず
、
単
に
事
柄
だ
け
を
規
定
し
た
だ
け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
規
定
の
内
容
は
実
質
に
お
い
て
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い

と
い
わ
れ
て
お
り
、
起
草
趣
旨
を
見
る
限
り
、
決
し
て
嘱
託
が
不
要
の
概
念
で
あ
る
と
し
て
排
斥
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
む
し
ろ
肯
定
す
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る
趣
旨
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
ま
た
、
但
書
（
現
行
民
法
第
五
一
四
条
但
書
）
に
つ
い
て
は
、
既
成
の
旧
民
法
典
に
も
諸
外
国
の
立
法
に
も
例
の
な
い
規
定
で
あ
る
が
、

「
既
ニ
辮
濟
ニ
付
テ
債
務
者
ガ
不
同
意
ヲ
表
シ
タ
ト
キ
ニ
ハ
第
三
者
ヨ
リ
辮
濟
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
爲
リ
マ
シ
タ
以
上

ハ
此
處
ニ
於
テ
モ
前
ノ
債
務
者
ガ
不
同
意
ヲ
唱
ヘ
タ
場
合
ニ
ハ
外
ノ
者
ガ
替
ツ
テ
債
務
者
ト
爲
ツ
テ
更
改
ヲ
爲
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
許
サ
ヌ

ト
シ
テ
置
カ
ヌ
ト
前
後
權
衡
ヲ
得
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ
ラ
夫
レ
デ
此
處
ニ
此
但
書
ヲ
加
ヘ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
説
明
さ
れ
て
い
）
89
（

る
。

　
以
上
の
審
議
過
程
を
経
て
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
現
行
法
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
起
草
趣
旨
を
見
れ
ば
、
当
該

規
定
が
旧
民
法
典
に
お
け
る
そ
れ
と
直
接
の
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

㈢
　
そ
の
後
の
学
説

　
こ
こ
で
は
、
新
旧
民
法
で
直
接
の
連
続
性
を
有
す
る
現
行
民
法
第
五
一
四
条
に
つ
い
て
の
学
説
の
解
釈
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
明
治
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
法
典
起
草
の
補
助
委
員
の
共
著
に
よ
る
注
釈
書
に
よ
る
と
、「
債
務
者
ノ
交
替
ニ
因
ル
更
改
ハ
舊
債
務
者

ヨ
リ
新
債
務
者
ニ
爲
シ
タ
ル
囑
託
ニ
因
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
述
べ
、
具
体
例
と
し
て
、
Ａ
が
Ｂ
に
対
し
て
、
Ａ
の
債
権
者
甲
に
負
っ
て
い
る

債
務
を
代
わ
り
に
支
払
う
よ
う
依
頼
し
、
Ａ
の
債
務
が
消
滅
し
Ｂ
が
甲
に
債
務
を
負
担
す
る
場
面
を
挙
げ
）
90
（
る
。
更
改
の
有
無
は
、
債
権
者

甲
が
Ａ
を
免
責
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
す
）
91
（

る
。
ま
た
、
遠
隔
地
間
の
決
済
の
場
合
に
労
力
と
費
用
を
省
き
、
損
害
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
決
済
を
簡
易
化
す
る
と
い
う
指
図
の
機
能
に
触
れ
、「
商
事
取
引
ニ
ハ
此
類
ノ
更
改
頗
ル
多
シ
」
と
説
明
し
て 

い
る
。

　
さ
ら
に
、「
債
務
者
ハ
交
替
ヲ
囑
託
セ
サ
ル
ニ
第
三
者
自
ラ
進
ン
テ
債
務
者
ニ
替
ラ
ン
ト
ス
ル
場
合
ア
リ
之
ヲ
稱
シ
テ
新
債
務
者
ノ
隨

意
ノ
干
渉
ト
言
フ
」
と
し
、
こ
の
場
合
も
債
権
者
が
旧
債
務
者
を
免
責
し
た
と
き
は
更
改
が
生
じ
、
免
責
し
な
か
っ
た
と
き
は
更
改
が
生

じ
な
い
と
い
）
92
（

う
。
こ
こ
で
は
旧
民
法
典
に
お
け
る
よ
う
な
指
図
・
随
意
干
渉
の
説
明
、
完
全
指
図
・
不
完
全
指
図
と
除
約
・
補
約
の
説
明
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が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
行
民
法
第
五
一
四
条
が
実
質
的
に
指
図
と
随
意
干
渉
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
明
治
三
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
見
て
も
、「
債
務
者
ノ
變
更
即
チ
交
替
ニ
因
ル
更
改
ハ
舊
法
典
財
産
編
第
四
百

九
十
六
條
第
一
項
ニ
明
示
セ
ル
如
ク
或
ハ
舊
債
務
者
ヨ
リ
新
債
務
者
ニ
爲
セ
ル
囑
託
ニ
因
リ
或
ハ
新
債
務
者
ノ
隨
意
干
渉
ニ
因
リ
テ
行
ハ

ル
ゝ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
、
各
場
合
の
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
）
93
（
る
。
こ
の
よ
う
に
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
は
、
新
民
法
典
に
お
い

て
も
指
図
な
ら
び
に
随
意
干
渉
に
よ
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
現
行
民
法
第
五
一
四
条
が
事
柄
だ
け
を
規
定
し
た
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
梅
委
員
の
起
草
趣
旨
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
に
至
っ
て
も
指
図
は
更
改
の
説
明
に
付
随
す
る
形

で
し
か
言
及
さ
れ
ず
、
更
改
と
指
図
と
の
峻
別
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
債
務
引
受
に
機
能
的
に
類
す
る
制
度
を
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
は
端
々
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
法
典
が
債
務
引
受

（Schuldübernahm
e

）
の
制
度
を
規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
更
改
は
過
去
の
歴
史
へ
と
押
し
流
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
）
94
（
る
。
一
九
〇
〇
年

以
降
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
法
を
中
心
と
し
た
債
務
引
受
論
が
隆
盛
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
へ
の

関
心
が
薄
れ
る
こ
と
と
一
体
的
に
、
指
図
そ
の
も
の
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

㈣
　
わ
が
国
に
お
け
る
指
図
理
論
の
再
発
見

　
最
後
に
、
近
年
わ
が
国
に
お
い
て
、
な
ぜ
再
び
指
図
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る

指
図
理
論
に
触
れ
つ
つ
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
指
図
の
も
っ
と
も
象
徴
的
な
性
質
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
抗
弁
の
対
抗
不
能
性
（inopposabilité des exceptions

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
被
指
図
人
は
、
指
図
人
と
の
関
係
か
ら
生
じ
た
抗
弁
も
、
指
図
人
と
受
取
人
の
関
係
か
ら
生
じ
た
抗
弁
も
、
受
取
人
に
対

し
て
対
抗
で
き
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
指
図
理
論
で
は
、
確
実
指
図
（délégation certaine

）
と
不
確
実
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指
図
（délégation incertaine

）
と
い
う
類
型
が
新
た
に
学
説
上
承
認
さ
れ
て
い
）
95
（
る
。

　
不
確
実
指
図
と
は
、
被
指
図
人
が
受
取
人
に
対
し
て
、
自
己
が
指
図
人
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
指
図

人
が
受
取
人
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
支
払
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
指
図
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
被
指
図
人
の
債
務
は
、

関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
債
務
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
当
事
者
が
債
務
引
受
（reprise de dette

）
を
企
図
し
て
お
こ
な
う

の
が
こ
の
種
の
指
図
で
あ
る
と
い
）
96
（

う
。
確
実
指
図
と
は
、
被
指
図
人
の
受
取
人
に
対
す
る
債
務
が
、
指
図
人
に
対
す
る
被
指
図
人
の
債
務

に
も
、
受
取
人
に
対
す
る
指
図
人
の
債
務
に
も
依
存
し
な
い
指
図
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種
の
指
図
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
無
因

行
為
（acte abstrait

）
で
あ
る
と
明
言
す
る
学
説
も
あ
）
97
（

る
。

　
翻
っ
て
、
商
事
領
域
に
お
け
る
第
三
者
を
介
す
る
為
替
取
引
・
決
済
手
段
は
、
取
扱
量
の
大
量
性
に
起
因
す
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
処
理

の
要
請
が
あ
る
た
め
、
原
因
関
係
か
ら
効
力
的
牽
連
性
を
切
断
し
、
法
的
関
係
を
安
定
化
さ
せ
る
無
因
性
は
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と 

な
っ
て
い
）
98
（
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
本
質
的
性
質
と
し
て
抗
弁
の
対
抗
不
能
性
が
認
め
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
無
因
行
為
と
分
析

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
指
図
は
、
債
務
引
受
や
債
権
譲
渡
な
ど
に
還
元
し
え
な
い
様
相
を
呈
し
て
お
）
99
（
り
、
近
時
、
商
事
取
引
や
金
融
取
引
の

分
野
で
指
図
が
再
発
見
さ
れ
た
も
っ
と
も
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
の
で
あ
）
100
（
る
。

四
　
む
す
び
に

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
母
法
と
し
た
指
図
論
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
指
図
を
更
改
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、

基
底
を
な
す
部
分
は
フ
ラ
ン
ス
の
当
時
の
通
説
に
依
拠
し
て
い
た
と
評
価
し
う
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
細
部
に
つ
い
て
は
少
数
説
に
与
し

て
お
り
、
ま
た
、
指
図
と
委
任
と
の
関
係
を
明
確
に
指
摘
し
た
り
、
不
完
全
指
図
の
新
旧
債
務
者
の
義
務
を
連
帯
と
解
し
た
り
と
、
独
特

の
考
え
方
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
を
排
斥
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
法
の
い
わ
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ゆ
る
支
払
指
図
に
つ
い
て
の
民
事
法
的
基
盤
が
、
無
自
覚
に
わ
が
法
典
の
な
か
で
散
逸
し
た
こ
と
も
指
摘
し
う
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
わ
が
国
に
継
受
さ
れ
た
指
図
規
定
は
新
民
法
典
で
は
削
除
さ
れ
た
が
、
起
草
に
あ
た
っ
た
梅
委
員
の
起
草
趣
旨
を
見

る
と
、
嘱
託
や
随
意
干
渉
と
い
う
語
を
用
い
ず
事
柄
だ
け
を
規
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
新
民
法
典
誕
生
以
後
も
現
行
民
法

第
五
一
四
条
に
つ
い
て
は
旧
民
法
典
と
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
指
図
論
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
理
論
と
は
相
当
懸
け
隔
た
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
起
草
以
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
生
じ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
結
果
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
条
文
上
は
な
お

も
指
図
を
更
改
の
節
に
置
き
な
が
ら
、
講
学
上
、
更
改
か
ら
（
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
既
存
債
務
か
ら
も
）
切
り
離
さ
れ
た
指
図
理
論
が
構
築

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
新
民
法
典
誕
生
以
後
に
お
い
て
も
指
図
を
更
改
の
一
種
と
し
て
し
か
認
識
し
て
お
ら
ず
、
指

図
に
関
す
る
文
言
が
法
文
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。

　
西
欧
法
に
お
け
る
指
図
理
論
の
そ
の
後
の
発
展
を
鑑
み
る
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
継
受
は
成
功
し
た
と
は
言
い

難
い
。
指
図
理
論
そ
の
も
の
を
見
て
も
、
ご
く
一
部
を
除
い
て
）
101
（
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
以
後
の
西
欧
法
の
理
論
的
展
開
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
梅
委
員
の
起
草
趣
旨
の
と
お
り
、
現
行
民
法
第
五
一
四
条
は
新
旧
民
法
典
に
命
脈
を
繫
ぐ
指
図
規
定
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
如
く
解
釈
論
的
に
指
図
理
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
も
理
に
悖
る
話
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
商
事
取
引
・
金
融
取
引

を
中
心
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
現
代
的
指
図
理
論
の
再
構
築
が
俟
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
）  

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
指
図
はdelegatio

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
はdélégation

、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
はAnw

eisung

と
し
て
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
2
）  

一
例
を
挙
げ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
銀
行
カ
ー
ド
（carte bancaire

）
に
よ
る
決
済
がdélégation

の
良
い
実
用
例
の
ひ
と
つ
と
し
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て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
（Alain BÉN

ABEN
T, D
roit civil, les obligations, 11

e éd., 2007, n
o757, pp. 543 -544

）、
ド
イ
ツ
で
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（Kreditkarte

）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
決
済
手
段
と
し
て
の
電
子
マ
ネ
ー
（eCash -M

ünzen

）
な
ど
が
指
図
（Anw

eisung

ま

た
はAnw

eisung i. w. S.

）
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（Juris von Staudinger/Peter M

arburger, Kom
m
entar zum

 B.G.B., 
N
eubearbeitung, 2002, 

§ 783, Rn. 46 ff., S. 161 ff., Rn. 58, S. 171 f.

）。

（
3
）  
た
と
え
ば
わ
が
国
で
は
、
商
業
信
用
状
に
関
し
て
、
西
原
寛
一
『
金
融
法
・
法
律
学
全
集
（
五
三
）』（
有
斐
閣
・
一
九
六
八
）
二
二
九
頁
以
下
、

電
信
送
金
・
振
込
に
関
し
て
、
木
内
宜
彦
『
金
融
法
・
現
代
法
律
学
全
集
（
四
一
）』（
青
林
書
院
・
一
九
八
九
）
三
二
八
頁
以
下
、
柴
崎
暁
「
振

込
取
引
と
指
図
の
法
理
」
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
一
〇
号
（
二
〇
〇
八
）
五
一
頁
以
下
な
ど
。

　
　
　
周
知
の
と
お
り
、
古
く
か
ら
為
替
手
形
・
小
切
手
に
関
し
て
は
、
そ
の
振
出
行
為
の
法
的
性
質
と
し
て
指
図
（Anw

eisung

）
が
論
じ
ら
れ
て

い
た
（
服
部
榮
三
「
指
図
行
為
と
為
替
手
形
の
振
出
」
磯
村
哲
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
市
民
法
学
の
形
成
と
展
開
・
上
』（
有
斐
閣
・
一
九
七

八
）
二
七
七
頁
以
下
、
納
富
義
光
『
手
形
法
に
於
け
る
基
本
理
論
』（
新
青
出
版
・
復
刻
版
・
一
九
九
六
）
三
八
〇
頁
以
下
な
ど
）。

（
4
）  

瀧
久
範
「
三
角
関
係
型
不
当
利
得
に
お
け
る
事
実
上
の
受
領
者
の
保
護
―
―
『
財
産
移
転
の
対
価
関
係Valutaverhältnis

へ
の
効
果
帰
属
』

の
観
点
か
ら
―
―
（
一
）」
論
叢
一
六
三
巻
四
号
（
二
〇
〇
八
）
一
〇
四
頁
以
下
、「
同
・（
二
）」
同
一
六
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
九
）
一
一
七
頁
以

下
、「
同
・（
三
）・
完
」
同
一
六
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
）
一
四
六
頁
以
下
、
鈴
木
尉
久
「
購
入
者
、
与
信
業
者
、
販
売
業
者
の
三
者
間
不
当
利

得
―
―
指
図
の
法
理
に
よ
る
清
算
―
―
」
現
代
消
費
者
法
一
〇
号
（
二
〇
一
一
）
六
九
頁
以
下
。

（
5
）  

伊
澤
孝
平
「
指
圖
（Anw
eisung

）
の
本
質
（
一
）」
法
協
四
八
巻
一
一
号
（
一
九
三
〇
）
三
頁
。

（
6
）  délégation

は
、
法
文
上
「
囑
託
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
指
図
と
嘱
託
と
を
用
語
法
上
区
別
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
7
）  

な
お
、
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
柴
崎
暁
『
手
形
法
理
と
抽
象
債
務
』（
新
青
出
版
・
二
〇
〇
二
）
二
三
八
頁
以
下
、

野
澤
正
充
「『
契
約
当
事
者
の
地
位
の
移
転
』
の
再
構
成
（
一
）」
立
教
三
九
号
（
一
九
九
四
）
一
五
頁
以
下
。

（
8
）  

本
稿
で
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
中
の
最
高
峰
に
位
置
し
て
」
い
る
と
言
わ
れ
る
（
金
山
直
樹
『
法
典
と
い
う
近
代
―
―
装
置
と
し
て
の
法
―
―
』（
勁

草
書
房
・
二
〇
一
一
）
五
八
頁
）、G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, Projet de Code civil pour l

’Em
pire du Japon accom

pagné d

’un co- 
m
m
entaire, N

ouv. éd., Tom
es. 1 -4., Tokyo, 1890 -1891

のTom
e. 2

を
参
照
す
る
。

（
9
）  

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
の
学
説
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
歴
史
的
展
開
」
奥
島
孝
康
先

生
古
稀
記
念
論
文
集
第
二
巻
『
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
理
論
と
動
態
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
一
）
二
五
五
頁
以
下
。

（
10
）  

「
指
図
は
常
に
更
改
を
と
も
な
う
（In delegatione sem

per inest novatio

）」。
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　Cf. Frédéric H

U
BERT, Essai d

’une théorie juridique de la délégation en droit français, th. Poitiers, 1899, n
o77, p. 53.

（
11
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
八
九
条
（
以
下
、
公
定
訳
はCode civil de l

’Em
pire du Japon accom

pagné d

’un exposé des m
otifs, t. 1 

texte, 1891, Tokio

に
よ
る
）

　
　
　Art. 489. La novation, ou changem

ent d

’une prem
ière obligation en une nouvelle obligation, a lieu :

　
　
　1

o Lorsque les parties conviennent d

’un nouvel objet de l

’obligation substitué au prem
ier;

　
　
　2

o Lorsque, l

’objet dû restant le m
êm
e, les parties conviennent qu

’il sera dû à un autre titre ou par une autre cause;

　
　
　3

o Lorsqu
’un nouveau débiteur prend la place de l

’ancien;

　
　
　4

o Lorsqu
’un nouveau créancier est substitué au prem

ier.

（
12
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o551, p. 677.

（
13
）  

原
因
（cause

）
の
変
更
に
よ
る
更
改
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
法
が
見
落

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
と
い
う
（G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o551, p. 678

）。

（
14
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o551, p. 678.

（
15
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
九
六
条

　
　
　Art. 496. La novation par changem

ent de débiteur s

’opère, soit par délégation du prem
ier débiteur au nouveau, soit par l

’in-
tervention spontanée de celui -ci, sans le consentem

ent du prem
ier débiteur.

　
　
　La délégation est parfaite ou im

parfaite.

　
　
　L

’intervention spontanée d

’un tiers constitue une exprom
ission ou une sim

ple adprom
ission, com

m
e il est expliqué  

ci -après.

（
16
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o563, p. 691.

　
　
　
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
今
日
わ
が
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
債
務
引
受
の
制
度
と
対
応
す
る
も
の

で
あ
っ
た
（
野
澤
・
前
掲
注
（
７
）
一
七
頁
）。

（
17
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o563, p. 692.

（
18
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o563, pp. 692 -693.

（
19
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o563, p. 693.
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（
20
）  Par ex. Charles AU

BRY et Charles RAU, Cours de droit civil français d

’après la m
éthode de Zachariae, 4

èm
e éd., t. 4, 1871, 

Paris, 

§ 324, pp. 211 -212; Alexandre D
U
RAN

TO
N, Cours de droit français suivant le Code Civil, 3

èm
e éd., t. 12, 1834, Paris, 

n
os306 et s., pp. 420 et s.

（
21
）  
現
在
で
も
、
一
般
に
完
全
指
図
は
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（（H

enri et Léon

） M
AZEAU

D, 
Jean M

AZEAU
D, François CH

ABAS, Leçons de droit civil, obligations, théorie générale, 9
e éd., t. 2, 1998, n

o1239, p. 1261

）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
区
別
す
る
見
解
も
あ
る
（Philippe M

ALAU
RIE, Laurent AYN

ÈS, Philippe STO
FFEL -M

U
N
CK, D

roit civil, les 
obligations, 3

e éd., 2007, n
o1374, p. 814

）。

（
22
）  

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
民
法
典
草
案
第
五
一
八
条

　
　
　Art. 518. La novation par changem

ent de débiteur s

’opère, soit par délégation ou m
andat du prem

ier débiteur au nouveau, 
soit par l

’intervention spontanée de celui -ci sans le concours du prem
ier débiteur.

（
23
）  Code civil de l

’Em
pire du Japon accom

pagné d

’un exposé des m
otifs, t. 2 exposé des m

otifs du livre des biens, 1891, Tokio, 
pp. 727 -729.

　
　
　
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
、
民
法
理
由
書
の
解
説
は
、
本
稿
で
参
照
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
新
版
の
注
釈
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
で
あ
り
、
内
容
面
で

も
注
釈
以
上
の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
以
下
に
お
い
て
も
主
と
し
て
本
注
釈
を
参
照
す
る
。

（
24
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8
）, n

o563, p. 692.

（
25
）  Laurent G

O
D
O
N, La distinction entre délégation de paiem

ent et indication de paiem
ent, Rép. D

ef. 2000, art. 37103, n
o1, 

p.193

は
、
一
九
世
紀
の
学
説
の
な
か
に
は
指
図
（délégation

）
と
委
任
（m

andat

）
と
を
混
同
す
る
見
解
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
と
し
て
、

R. N
O
U
RRIT, D

e la novation et de la délégation, th. Aix, 1859

を
挙
げ
る
。

（
26
）  Jacobus CU

JACIU
S, Recitationes solem

nes sive com
m
entarii, ad Tit. XLI. Lib.V

III. D
e N
ovationibus et D

elegationibus,  
O
pera Tom

us N
onus, N

eapoli, 1758, col. 1282.

（
27
）  Laurent G

O
D
O
N, op. cit., （note 25

）, n
o26, p. 210.

（
28
）  BG

B 

§783. H
ändigt jem

and eine U
rkunde, in der er einen anderen anw

eist, G
eld, W

ertpapiere oder andere vertretbare Sa-
chen an einen D

ritten zu leisten, dem
 D
ritten aus, so ist dieser erm

ächtigt, die Leistung bei dem
 Angew

iesenen im
 eigenen 

N
am
en zu erheben; der Angew

iesene ist erm
ächtigt, für Rechnung des Anw

eisenden an den Anw
eisungsem

pfänger zu leisten. 
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ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
三
条
「
金
錢
、
有
價
證
券
又
ハ
其
ノ
他
ノ
代
替
物
ヲ
第
三
者
ニ
給
付
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
他
人
ニ
指
圖
ス
ル
證
書
ヲ
第
三
者
ニ

交
付
シ
タ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
、
其
ノ
第
三
者
ハ
被
指
圖
人
ヨ
リ
自
己
ノ
名
ヲ
以
テ
給
付
ヲ
取
立
ツ
ル
權
限
ヲ
有
ス；

被
指
圖
人
ハ
指
圖
人
ノ
計
算

ニ
於
テ
指
圖
證
書
受
取
人
ニ
給
付
ヲ
爲
ス
權
限
ヲ
有
ス
。」
訳
は
、
柚
木
馨
・
上
村
明
廣
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
二
）
獨
逸
民
法
﹇
Ⅱ
﹈
債
務

法
』（
有
斐
閣
・
一
九
五
五
）
七
七
〇
頁
か
ら
引
用
。

（
29
）  V

gl. O
tto Palandt/H

artw
ig Sprau, Bürgerliches G

esetzbuch, 69., neubearbeitete Aufl., 2010, 

§783, Rn. 3, S. 1226; D
ieter 

M
edicus/Stephan Lorenz, Schuldrecht, Bd. 2, B.T., 15., neubearbeitete Aufl., 2010, Rn. 1074f., S. 353f.; u. s. w.

（
30
）  BG

B 
§784. N

im
m
t der Angew

iesene die Anw
eisung an, so ist er dem

 Anw
eisungsem

pfänger gegenüber zur Leistung ver- 
pflichtet; er kann ihm

 nur solche Einw
endungen entgegensetzen, w

elche die G
ültigkeit der Annahm

e betreffen oder sich aus 
dem
 Inhalt der A

nw
eisung oder dem

 Inhalt der A
nnahm

e ergeben oder dem
 A
ngew

iesenen unm
ittelbar gegen den A

n-
w
eisungsem

pfänger zustehen.

　
　
　D

ie Annahm
e erfolgt durch einen schriftlichen Verm

erk auf der Anw
eisung. Ist der Verm

erk auf die Anw
eisung vor der 

Aushändigung an den Anw
eisungsem

pfänger gesetzt w
orden, so w

ird die Annahm
e diesem

 gegenüber erst m
it der Aushändi-

gung w
irksam

.

　
　
　
ド
イ
ツ
民
法
典
七
八
四
条
「
被
指
圖
人
ガ
指
圖
ヲ
引
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
指
圖
證
書
受
取
人
ニ
對
シ
テ
給
付
ヲ
爲
ス
義
務
ヲ
負
フ；

被
指
圖
人

ハ
受
取
人
ニ
對
シ
、
引
受
ノ
效
力
ニ
關
ス
ル
異
議
又
ハ
指
圖
ノ
内
容
若
ハ
引
受
ノ
内
容
ヨ
リ
當
然
生
ズ
ル
異
議
又
ハ
被
指
圖
人
ガ
直
接
指
圖
證
書

受
取
人
ニ
對
シ
テ
有
ス
ル
異
議
ノ
ミ
ヲ
對
抗
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
。

　
　
　
引
受
ハ
指
圖
證
書
上
ノ
記
載
ヲ
以
テ
之
ヲ
爲
ス
。
證
書
上
ノ
記
載
ガ
指
圖
證
書
受
取
人
ニ
對
ス
ル
交
付
前
ニ
爲
サ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
引
受
ハ
受

取
人
ニ
對
シ
テ
ハ
交
付
ノ
時
ヨ
リ
其
ノ
效
力
ヲ
生
ズ
。」
訳
は
、
柚
木
ほ
か
・
前
掲
注
（
28
）
七
七
一
頁
か
ら
引
用
。

（
31
）  C. Civ. des Français. Art. 1277. La sim

ple indication faite, par le débiteur, d

’une personne qui doit payer à sa place, n

’opère 
point novation.

　
　
　Il en est de m

êm
e de la sim

ple indication faite, par le créancier, d

’une personne qui doit recevoir pour lui.

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
「
①
債
務
者
に
代
わ
っ
て
弁
済
す
べ
き
者
に
つ
い
て
債
務
者
が
行
っ
た
単
な
る
指
定
は
、
な
ん
ら
更
改
を
生
じ

な
い
。

　
　
　
②
債
権
者
の
た
め
に
受
領
す
べ
き
者
に
つ
い
て
債
権
者
が
行
っ
た
単
な
る
指
定
も
、
同
様
で
あ
る
。」
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
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部
編
集
（
稲
本
洋
之
助
訳
）『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
―
―
物
権
・
債
権
関
係
―
―
』（
法
曹
会
・
一
九
八
二
）
一
〇
三
頁
か
ら
引
用
。

（
32
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o556, p. 684.

（
33
）  

一
項
に
関
し
て
、Charles AU

BRY et Charles RAU, op. cit., （note 20

）, 

§ 324, p. 220.
（
34
）  Robert -Joseph PO

TH
IER, Œ

uvres de Pothier, contenant les traités du droit français par M
. D
upin, nouv. éd., t. 1, Paris, 

1827, n
o605, p. 358.

（
35
）  
ポ
チ
エ
は
債
務
概
論
に
お
い
て
指
図
を
更
改
の
一
種
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
（Robert -Joseph PO

TH
IER, op. cit., （note 34

）, n
o600, 

p. 353
）。

（
36
）  

支
払
委
託
書
は
慣
習
法
を
起
源
と
す
る
小
切
手
類
似
の
証
書
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
柴
崎
・
前
掲
注
（
７
）
一
九
七
頁
）。

（
37
）  Robert -Joseph PO

TH
IER, op. cit., （note 34

）, n
o605, p. 358.

（
38
）  Robert -Joseph PO

TH
IER, Œ

uvres de Pothier, contenant les traités du droit français par M
. D
upin, nouv. éd., t. 3, Paris, 

1827, n
o226, p. 226.

（
39
）  

こ
れ
ら
の
経
緯
に
つ
き
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
の
理
論
的
接
続
―
―Art. 1277 C. civ.

の
比
較
法
的
考
察

を
中
心
に
―
―
」
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
一
三
号
（
二
〇
一
一
）
二
三
頁
以
下
。

（
40
）  Robert -Joseph PO

TH
IER, Œ

uvres de Pothier, contenant les traités du droit français par M
. D
upin, nouv. éd., t. 2, Paris, 

1827, n
os552 -553, p. 245.

（
41
）  U

lrich Eisenried, D
ie bürgerlich -rechtliche Anw

eisung und ihre Entstehung, D
iss. Passau, 2010, S. 89. 

（
42
）  G

ünther Loew
enfeld, D

ie Anw
eisung in G

esetz und Verkehr, Berlin, 1922, S. 19ff.

（
43
）  Peter Bülow, Kom

m
entar zum

 W
echselgesetz/Scheckgesetz und zu den Allgem

einen G
eschäftsbedingungen, 4., neubear- 

beitete Aufl., 2004, SchG
 Einf., Rn. 1, S. 339.

（
44
）  

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
七
条
の
解
釈
上
の
特
殊
性
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、BADAREU

-TO
M
SA, D

e la délégation im
parfaite, 

Paris, 1914, pp. 92 -94; Frédéric H
U
BERT, op. cit., （note 10

）, n
o140, pp. 102 -103

。

（
45
）  Par ex. Charles Bonaventure M

arie TO
U
LLIER, Le droit civil français, t. 7, 5 éd., 1842, n

o286, p. 350.

（
46
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o564, p. 693.

（
47
）  Par ex. Charles D

EM
O
LO
M
BE, Cours de Code N

apoléon, t. 28, Paris, n
o309, p. 218; G. BAU

D
RY -LACAN

TIN
ERIE, Précis 
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de droit civil, 2
èm
e éd., t. 2, 1886, Paris, n

o1093, p. 748.

（
48
）  Botho von Salpius, N

ovation und D
elegation nach röm

ischem
 Recht, Berlin, 1864.
（
49
）  Paul G

ID
E, Études sur la novation et le transport des créances en droit rom

ain, 1879, Paris.
（
50
）  Frédéric H

U
BERT, op. cit., （note 10

）.
（
51
）  Par ex. Am

broise CO
LIN, H

enri CAPITAN
T, Cours élém

entaire de droit civil français, 7
èm
e éd., t. 2, Paris, 1932, n

o331,  
p. 313.

（
52
）  

一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
９
）
二
八
二
頁
以
下
。

（
53
）  G

eorges RIPERT, Jean BO
U
LAN

G
ER, Traité élém

entaire de droit civil de Planiol refondu et com
plété, 4

èm
e éd., t. 2, Paris, 

1952, n
o1823, p. 606.

（
54
）  Par ex. François TERRÉ, Philippe SIM
LER et Yves LEQ

U
ETTE, D

roit civil, Les obligations, 10
e éd., 2009, n

o1441, p. 1419.

（
55
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o563, p. 693.

（
56
）  

こ
の
点
に
つ
き
民
法
理
由
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
細
分
類
を
同
一
の
条
文
の
な
か
で
過
度
の
負
担
を
か
け
ず
に
説
明
す
る
（expliquer

）
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（Code civil de l

’Em
pire du Japon accom

pagné d

’un exposé des m
otifs, t. 2 exposé des m

o-
tifs du livre des biens, 1891, Tokio, p. 728

）。

（
57
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
九
七
条

　
　
　Art. 497. La délégation n

’est parfaite et n
’opère novation que si le créancier a m

anifesté clairem
ent l

’intention de décharger 
le prem

ier débiteur; à défaut de cette intention, la délégation est im
parfaite et les deux débiteurs peuvent être poursuivis soli- 

dairem
ent.

　
　
　Au cas d

’intervention spontanée d

’un tiers, si le créancier a déchargé le prem
ier débiteur, il y a novation par exprom

ission ; 
dans le cas contraire, il y a sim

ple adprom
ission et le créancier acquiert un second débiteur pour le tout, m

ais sans solidarité.

（
58
）  C. Civ. des Français. Art. 1273. La novation ne se présum

e point; il faut que la volonté de l

’opérer résulte clairem
ent de  

l

’acte.

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
三
条
「
更
改
は
、
な
ん
ら
推
定
さ
れ
な
い
。
更
改
を
行
う
意
思
は
、
そ
の
行
為
か
ら
明
白
に
引
き
出
さ
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
集
（
稲
本
洋
之
助
訳
）・
前
掲
注
（
31
）
一
〇
二
―
一
〇
三
頁
か
ら
引
用
。
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（
59
）  C. Civ. des Français. Art. 1275. La délégation par laquelle un débiteur donne au créancier un autre débiteur qui s

’oblige en-
vers le créancier, n

’opère point de novation, si le créancier n

’a expressém
ent déclaré qu

’il entendait décharger son débiteur 
qui a fait la délégation.

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
五
条
「
債
務
者
が
債
権
者
に
他
の
債
務
者
を
付
与
し
、
そ
の
者
が
債
権
者
に
対
し
て
義
務
を
負
う
旨
の
指
図délé-

gation

は
、
債
権
者
が
指
図
を
行
っ
た
債
務
者
を
免
責
す
る
意
図
が
あ
る
旨
を
明
示
的
に
申
述
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
な
ん
ら
更
改
を
生
じ
な

い
。」
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
集
（
稲
本
洋
之
助
訳
）・
前
掲
注
（
31
）
一
〇
三
頁
か
ら
引
用
。

（
60
）  Charles AU

BRY et Charles RAU, op. cit., 

（note 20

）, 

§ 324 note 42, p. 220 ; Charles D
EM
O
LO
M
BE, op. cit., 

（note 47

）, 
n
o313, p. 221.

（
61
）  E. CO

LM
ET D

E SAN
TERRE et A.M

. D
EM
AN
TE, Cours analytique de Code Civil, continué depuis l

’article 980, 2
èm
e éd.,  

t. 5, 1883, Paris, n
o223 bis.IV, pp. 409 -410.

（
62
）  

旧
民
法
財
産
編
第
四
九
二
条

　
　
　「
更
改
ノ
意
思
ハ
債
權
者
ニ
在
テ
ハ
之
ヲ
推
定
セ
ス
明
カ
ニ
證
書
又
ハ
事
情
ヨ
リ
見
ハ
ル
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　
然
レ
ト
モ
同
一
ノ
當
事
者
間
ニ
於
テ
義
務
ノ
更
改
ア
リ
タ
ル
カ
二
箇
ノ
義
務
ノ
共
ニ
存
ス
ル
カ
ノ
疑
ア
ル
ト
キ
ハ
第
三
百
六
十
條
ニ
依
リ
テ
債

務
者
ノ
利
益
ノ
爲
メ
ニ
更
改
ノ
意
義
ニ
解
釋
ス
」

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
九
二
条

　
　
　Art. 492. L

’intention de nover ne se présum
e pas chez le créancier : elle doit résulter clairem

ent de l

’acte ou des circon-
stances.

　
　
　Toutefois, lorsqu

’il est douteux s

’il y a novation ou cum
ul de deux obligations entre les m

êm
es parties, le doute l

’interprète 
en faveur du débiteur et dans le sens de la novation, conform

ém
ent à l

’article 360.

（
63
）  G
ustave BO

ISSO
N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o564, p. 694.

（
64
）  G
ustave BO

ISSO
N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o565, p. 694.

（
65
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o565, p. 695.

（
66
）  Frédéric H

U
BERT, op. cit., （note 10

）, n
o190, p. 146.

（
67
）  

柴
崎
暁
「
主
観
的
更
改
と
純
粋
指
図
」
池
田
真
朗
・
平
野
裕
之
・
西
原
慎
治
編
集
『
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
論
理
・
別
冊
タ
ー
ト
ン
ヌ 
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マ
ン
』（
新
青
出
版
・
二
〇
一
〇
）
四
二
二
頁
。

（
68
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
九
八
条

　
　
　Art. 498. D

ans les cas de délégation parfaite et d

’exprom
ission, si le nouveau débiteur ne peut acquitter la dette, le créancier 

n
’a de recours en garantie contre l

’ancien que si le nouveau débiteur était déjà insolvable au m
om
ent de la délégation ou de  

l
’exprom

ission et à l

’insu du créancier; sans préjudice des conventions particulières qui peuvent étendre ou restreindre cette 
garantie.

（
69
）  C. Civ. des Français. Art. 1276. Le créancier qui a déchargé le débiteur par qui a été faite la délégation, n

’a point de recours 
contre ce débiteur, si le délégué devient insolvable, à m

oins que l

’acte n

’en contienne une réserve expresse, ou que le délégué 
ne fût déjà en faillite ouverte, ou tom

bé en déconfiture au m
om
ent de la délégation.

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
二
七
六
条
「
指
図
を
行
っ
た
債
務
者
を
免
責
し
た
債
権
者
は
、
指
図
を
受
け
た
者délégué

が
支
払
不
能
と
な
る
場
合
に

も
、
そ
の
債
務
者
に
対
し
て
な
ん
ら
求
償
権
を
有
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
行
為
が
求
償
権
に
つ
い
て
明
示
の
留
保réserve expresse

を
含
む

場
合
、
又
は
指
図
を
受
け
た
者
が
指
図
の
時
に
す
で
に
破
産
開
始faillite ouverte

〔
の
状
態
〕
に
あ
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
支
払
不
能décon-

fiture

に
陥
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。」
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編
集
（
稲
本
洋
之
助
訳
）・
前
掲
注
（
31
）

一
〇
三
頁
か
ら
引
用
。

（
70
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8
）, n

o566, p. 695.

（
71
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o566, p. 696.

（
72
）  E. CO

LM
ET D

E SAN
TERRE et A.M

. D
EM
AN
TE, op. cit., （note 61

）, n
o224 bis.I, p. 411.

（
73
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o566, pp. 696 -697.

（
74
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o566 bis, p. 697.

（
75
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
四
九
九
条

　
　
　Art. 499. La novation par changem

ent de créancier n

’a lieu que du consentem
ent tant du débiteur que de l

’ancien et du 
nouveau créancier.

（
76
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o567, pp. 697 -698.

（
77
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o567, p. 698.
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（
78
）  

フ
ラ
ン
ス
語
公
定
訳
第
五
〇
〇
条

　
　
　Art.500. Lorsqu

’un débiteur est délégué par son créancier, soit gratuitem
ent, soit en acquit d

’une dette du délégant, avec 
réserve des sûretés réelles qui garantissaient la créance prim

itive, com
m
e il est prévu à l

’article 503, le délégataire n

’est saisi 
de ladite créance à l

’égard des tiers que sous les conditions prescrites à l

’article 347 pour la cession de créance.
（
79
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o572, pp. 701 -702.

（
80
）  
旧
民
法
財
産
編
第
五
〇
三
条

　
　
　「
舊
債
權
ノ
物
上
擔
保
ハ
新
債
權
ニ
移
ラ
ス
但
債
權
者
之
ヲ
留
保
ス
ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

　
　
　
此
留
保
ハ
共
同
債
務
者
、
保
證
人
又
ハ
第
三
所
持
者
ノ
手
ニ
存
ス
ル
擔
保
負
擔
ノ
財
産
ニ
モ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
此
留
保
ニ
付
テ
ハ
更
改
ノ
相
手
方
ノ
承
諾
ノ
ミ
ヲ
必
要
ト
ス

　
　
　
右
ノ
場
合
ニ
於
テ
財
産
ハ
舊
債
務
ノ
限
度
ヲ
超
エ
テ
擔
保
ヲ
負
擔
セ
ス
」

（
81
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o572, p. 702.

（
82
）  G

ustave BO
ISSO

N
AD
E, op. cit., （note 8

）, n
o572, p. 703.

（
83
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
三
）』（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
八

四
）
五
九
七
頁
。

（
84
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
注
（
83
）
五
九
八
頁
。

（
85
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
注
（
83
）
五
九
八
―
五
九
九
頁
。

（
86
）  

前
掲
注
（
62
）
参
照
。

（
87
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
注
（
83
）
五
九
九
頁
。

（
88
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
注
（
83
）
五
九
九
―
六
〇
〇
頁
。

（
89
）  

法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
前
掲
注
（
83
）
六
一
〇
頁
。

（
90
）  

松
波
仁
一
郎
・
仁
保
亀
松
・
仁
井
田
益
太
郎
『
帝
國
民
法
正
解
・
第
三
編
債
權
』（
日
本
法
律
學
校
・
一
八
九
七
）
七
四
七
頁
。

（
91
）  

松
波
ほ
か
・
前
掲
注
（
90
）
七
四
七
―
七
四
八
頁
。

（
92
）  

松
波
ほ
か
・
前
掲
注
（
90
）
七
四
九
頁
。

（
93
）  

前
田
孝
階
・
亀
山
貞
義
『
民
法
講
義
・
債
權
編
・
巻
之
一
（
上
、
中
、
下
）』（
講
法
會
・
一
八
九
八
）
一
二
四
頁
以
下
。
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（
94
）  

野
澤
・
前
掲
注
（
７
）
三
〇
頁
以
下
。

（
95
）  Par ex. Rém

y CA
BRILLAC, D

roit des obligations, 8
e éd., 2008, n

o425, p. 312 ; Philippe M
A
LAU

RIE, Laurent AYN
ÈS, 

Philippe STO
FFEL -M

U
N
CK, op. cit., （note 21

）, n
os1366 et 1367, pp. 805 et 806.

（
96
）  Jacques FLO

U
R, Jean -Luc AU

BERT, Éric SAVAU
X, D

roit civil, les obligations, le rapport d

’obligation, t. 3, 6
e éd., 2009, 

n
o436, p. 370.

（
97
）  Par ex. Alain SÉRIAU

X, D
roit civil, droit des obligations, 2

e éd., 1998, n
o178, p. 652 ; Jacques FLO

U
R, Jean -Luc AU

BERT, 
Yvonne FLO

U
R, Éric SAVAU

X, op. cit., （note 96

）, n
o437, p. 371.

（
98
）  

た
と
え
ば
振
込
取
引
に
関
し
て
、
松
本
貞
夫
「
誤
振
込
に
よ
る
預
金
の
成
否
と
原
因
関
係
の
存
否
」
法
論
八
〇
巻
二
・
三
合
併
号
（
二
〇 

〇
八
）
四
一
九
頁
、
伊
藤
壽
英
「
振
込
依
頼
人
と
受
取
人
と
の
間
に
振
込
み
の
原
因
と
な
る
法
律
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
振
込
み
に

係
る
普
通
預
金
契
約
の
成
否
」
金
判
一
〇
〇
一
号
（
一
九
九
六
）
四
九
頁
な
ど
。

（
99
）  

柴
崎
・
前
掲
注
（
３
）
五
七
頁
。

（
100
）  

フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
の
判
例
に
お
い
て
も
、
民
事
部
に
お
い
て
は
不
確
実
指
図
が
認
定
さ
れ
や
す
く
、
商
事
部
に
お
い
て
は
確
実
指
図
が
認
定
さ

れ
、
取
引
の
動
的
安
全
が
図
ら
れ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
（Jacques FLO

U
R, Jean -Luc AU

BERT, Yvonne FLO
U
R, Éric 

SAVAU
X, op. cit., （note 96

）, n
o441, p. 373

）。

（
101
）  

た
と
え
ば
、
石
坂
音
四
郎
『
債
權
總
論
下
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
一
八
）
一
六
七
三
頁
以
下
。
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隅
谷
　
史
人
（
す
み
た
に
　
ふ
み
と
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
専
攻
領
域
　
　
商
法
、
金
融
法

　
主
要
著
作
　
　「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（délégation

）
の
歴
史
的
展
開
」
奥
島
孝
康
先

生
古
稀
記
念
論
文
集
第
二
巻
『
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
理
論
と
動
態
』（
成
文
堂
・

二
〇
一
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　「
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
指
図
の
理
論
的
接
続

―Art. 1277 C. 
civ.

の
比
較
法
的
考
察
を
中
心
に

―
」『
法
学
雑
誌
タ
ー
ト
ン
ヌ
マ
ン
』
第
一
三

号
（
二
〇
一
一
年
）


